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 5.主要事務事業説明
（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点） 〔総務課〕

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　本市の魅力を市内外に積極的に発信していくことによ
り、市民の郷土愛の醸成と本市の認知度向上を図る。ま
た、来訪者や移住者、定住者を増やすための戦略的プロ
モーションを、市民、地元企業、関係自治体等と連携して
実施する。

事
業
の
内
容

○市民や地元企業、関係自治体等と連携したシティプロ
モーションの推進
○栃木市シティプロモーション第３期行動計画（Creation
3rd）の策定

SNS等を活用したプロモーション事業やみかも山スタンプラリー、各検定（渡良瀬遊水地・秋まつり・蔵の街）を実施。
○SNS等を活用したプロモーション事業費　2,140,600円
○三毳山PRパネル制作設置委託料　118,800円

前年度当初予算額 1,095 増減額 1,037

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 2,132

担当部課 総合政策部　広報課

事業名 　 シティプロモーション事業費 予算額 2,132

№ 3 会計 一般 款項目 02-01-02

事
業
の
概
要

　非核平和都市宣言に基づき、とちぎ平和展や戦争体験
を聞く会、広島平和記念式典中学生派遣など各種啓発
事業を実施し、市民の非核平和意識の高揚を図り、核兵
器のない平和な世界の実現に寄与する。

事
業
の
内
容

○とちぎ平和展の開催
○戦争体験を聞く会の開催
○広島平和記念式典中学生派遣の実施
○非核平和宣言都市のPR

○とちぎ平和展　　本庁舎、市内6図書館で実施　　○戦争体験を聞く会　　2回実施
○広島平和記念式典中学生派遣　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

前年度当初予算額 2,656 増減額 162

0 0 0 0 2,818

担当部課 経営管理部　総務人事課

事業名 　 非核平和事業費 予算額 2,818

№ 2 会計 一般 款項目 02-01-01

○外国人住民支援事業交付金　3,135,000円

前年度当初予算額 3,135 増減額 1,065

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

2,100 0 0 0 2,100

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

担当部課 総合政策部　総合政策課

事業名 　 外国人住民支援事業交付金 予算額 4,200

№ 1 会計 一般 款項目 02-01-01

事
業
の
概
要

　外国人の就業活動の支援並びに外国人が安全安心に
暮らせる環境の整備を実施するために、外国人住民の相
談窓口を運営する栃木市国際交流協会へ交付を行う。
　特に外国人住民の割合が高い栃木地域及び大平地域
へ週に１回英語通訳者を配置する。

事
業
の
内
容

○就業支援セミナーの開催
○在住外国人生活相談窓口の開設
○市役所窓口等における通訳
○行政文書の翻訳
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　自宅のパソコンや携帯電話からインターネットを通じて、
各種申請やアンケート等ができる電子申請システムや、市
内の文化施設・スポーツ施設などの空き状況の確認及び
予約申込みができる公共施設予約・案内システムにより、
利用者の利便性向上を図る。

事
業
の
内
容

○電子申請システムの運用
○公共施設予約・案内システムにおける
　 キャッシュレス決済の導入

○電子申請システム使用料　1,856,250円
○公共施設予約・案内システム使用料　3,539,250円

前年度当初予算額 10,869 増減額 2,172

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 13,041

担当部課 総合政策部　デジタル推進課

事業名 　 地域情報化事業費 予算額 13,041

№ 6 会計 一般 款項目 02-01-10

事
業
の
概
要

　栃木市ふるさと応援寄附事業（ふるさと納税）として全国
から寄附を募る。
　寄附者に対する謝礼として、市内の特産品を贈呈するこ
とにより、本市の魅力を広くPRするとともに、産業振興を図
る。

事
業
の
内
容

○謝礼品発送等業務管理
○ポータルサイトの活用
○魅力的な謝礼品の発掘

○寄附謝礼品代　132,007,386円
○インターネットシステム使用料　33,791,743円
○ふるさと応援寄附PR広告料　748,000円

前年度当初予算額 406,990 増減額 43,010

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 450,000

担当部課 総合政策部　総合政策課

事業名 　 ふるさと応援寄附事業費 予算額 450,000

№ 5 会計 一般 款項目 02-01-06

事
業
の
概
要

　現在未利用となっている旧西方保健センターを活用し、
西方地域の福祉関係団体等の集約を行い、老朽化の著
しい施設を廃止する。
○期間：令和5年度
○施設維持補修
○施設内不要物撤去等

事
業
の
内
容

○施設維持補修
・屋上防水改修工事
・屋根塗装工事
○施設内不要物の撤去等
・調理台・ガス機器撤去
・天井カーテンレール撤去

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 16,957 0

担当部課 総合政策部　行財政改革推進課

事業名 新規 西方地域福祉関係施設等再編事業費 予算額 16,957

№ 4 会計 一般 款項目 02-01-05
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　新市合併以前から使用されていない老朽化した火の見
櫓が市内各所に点在していることから、安全性を考慮し、
それらを解体処分する。 事

業
の
内
容

○解体撤去工事
・藤岡地域　3箇所
・都賀地域　2箇所
・岩舟地域　1箇所

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 10,142

担当部課 地域振興部　地域政策課

事業名 新規 火の見櫓解体撤去事業費 予算額 10,142

№ 9 会計 一般 款項目 02-01-11

事
業
の
概
要

　各種補助金の交付や移住体験施設の運営、パンフレッ
トの作成・配布により移住定住促進を図る。
　「移住定住支援コーディネーター」を配置することで、情
報発信力と相談体制を強化し、相談交流会等の開催を通
して、移住・定住者と地域コミュニティをつなげる環境づく
りを推進する。

事
業
の
内
容

○移住定住支援コーディネーター業務委託
○とちぎで暮らそIJU支援補助金の交付
○結婚新生活支援補助金の交付
○通学者・通勤者支援補助金の交付
○コワーキングスペース活用補助金の交付
○移住体験施設の運営

○移住体験施設の運営等
○まちなか定住促進住宅新築等補助金の交付　111件  54,110,000円
○多世代家族住宅新築等補助金の交付　　38件  7,600,000円

前年度当初予算額 122,517 増減額 △ 6,095

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

10,000 0 0 1,008 105,414

担当部課 地域振興部　地域政策課

事業名 　 定住促進支援事業費 予算額 116,422

№ 8 会計 一般 款項目 02-01-11

事
業
の
概
要

　定型的な事務作業を自動化するRPA（ロボティック・プロ
セス・オートメーション）や、AIを利用した音声の自動文字
起こし、またAIによる文字読取（AI-OCR）を活用すること
により、事務の効率化や作業時間の削減につなげる。

事
業
の
内
容

○RPAによる定型的業務の自動化
○AIを利用した文字起こしの自動化
○AI-OCRによる手書き文書の電子データの自動作成
○RPAとAI-OCRの組み合わせによる事務の効率化

○RPAソフトウェア使用料　1,881,000円
○AI-OCRソフトウェア使用料　990,000円
○AI音声文字起こしソフトウェア使用料　33,000円

前年度当初予算額 5,558 増減額 1,654

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 7,212

担当部課 総合政策部　デジタル推進課

事業名 　 ＲＰＡ・ＡＩ整備事業費 予算額 7,212

№ 7 会計 一般 款項目 02-01-10
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

47,200 0 872,700 50,000 57,809

事
業
の
概
要

　公共施設適正配置計画、総合支所複合化基本方針及
び都賀総合支所複合化整備基本計画に基づき、都賀地
域の総合支所、公民館、図書館を集約化し、複数の公共
施設の機能を備えた「複合施設」を整備する。

事
業
の
内
容

○都賀複合施設新築工事監理業務委託
　(令和4年度～令和6年度継続費)
○都賀複合施設外構工事設計業務委託
○都賀支所、都賀公民館解体工事設計業務委託
○都賀複合施設新築工事
　（令和4年度～令和6年度継続費)
○都賀複合施設Ｖ２Ｘ設備工事
　（令和5年度～令和6年度継続費）　等

○都賀総合支所複合施設新築工事監理業務委託料【令和4年度～令和6年度継続費】4,829,000円（見込み）
○都賀総合支所複合施設新築・電気設備・機械設備工事費【令和4年度～令和6年度継続費】249,509,700円（見込み）

前年度当初予算額 679,989 増減額 347,720

○熱気球製作及び運営管理業務委託料　6,794,380円（3月末支払予定）
○渡良瀬遊水地フェスティバル実行委員会負担金　1,900,000円
○恋人の聖地プロジェクト参画負担金　253,000円

前年度当初予算額 4,413 増減額 79

№ 12 会計 一般 款項目 02-01-12 担当部課 地域振興部　都賀地域づくり推進課

事業名 　 地域施設再編モデル総合支所複合化整備事業費（都賀） 予算額 1,027,709

事業名 　 渡良瀬遊水地活用促進事業費 予算額 4,492

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 10 4,482

事
業
の
概
要

　渡良瀬遊水地へ多くの方に実際に来訪していただき、
関心度を高めてもらうため、恋人の聖地や新規製作した
熱気球を活用したPR、遊水地の守り人となる人材育成の
ほか、レジャースポーツなどの体験事業やイベントなどを
開催する。

事
業
の
内
容

○熱気球係留飛行、スタンドアップパドル、Eボート体験等
○渡良瀬遊水地ぐるり旅
○渡良瀬遊水地フェスティバル実行委員会負担金
○恋人の聖地プロジェクト参画負担金

0 0 0 0 39,483

事
業
の
概
要

　各地域会議より提出された事業計画書に基づき事業を
行う。

事
業
の
内
容

○栃木中央　日光例幣使街道認知度向上事業
○栃木東部　大宮公民館トイレ改修事業他1件
○栃木西部　まちづくり塾開催事業他7件
○大平　かかしの里活性化事業他2件
○藤岡　渡良瀬の里憩いの場整備事業他4件
○都賀　つがの里活性化事業他2件
○西方　西方ふれあいパーク花の滝管理事業他2件
○岩舟　観光案内看板整備事業他5件

○栃木中央 1事業　412,896円/栃木西部 4事業　1,622,060円/大平 1事業　363,000円/藤岡 1事業　154,000円
/都賀 2事業　398,970円/西方 4事業 1,418,890円/岩舟 1事業　444,620円

前年度当初予算額 8,402 増減額 31,081

№ 11 会計 一般 款項目 02-01-11 担当部課 地域振興部　渡良瀬遊水地課

№ 10 会計 一般 款項目 02-01-11 担当部課 地域振興部　地域政策課

事業名 　 地域予算提案事業費（全３１事業） 予算額 39,483

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点） 〔市民スポーツ課〕

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 4,658

事
業
の
概
要

　警察及び関係団体と連携・協力し、犯罪防止活動を行
う。

事
業
の
内
容

○防犯カメラ設置補助
・防犯カメラ設置費補助金　900,000円(3台）
○特殊詐欺対策用機器貸出
○警察や栃木地区防犯協会と連携した防犯啓発

○栃木地区防犯協会負担金　　　　　　　1,820,000円
○特殊詐欺対策用貸出機器購入費（50台）　418,000円

前年度当初予算額 4,916 増減額 △ 258

○市民活動推進事業費補助金　2,401,000円
　応募　22団体、補助金交付　18団体

前年度当初予算額 2,650 増減額 500

№ 15 会計 一般 款項目 02-01-16 担当部課 生活環境部　交通防犯課

事業名 　 防犯事業費 予算額 4,658

事業名 　 市民活動推進補助事業費 予算額 3,150

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 3,000 150

事
業
の
概
要

　“とちぎ夢ファーレ”として12年目を迎える事業であり、市
民主体のまちづくり推進のため、主体的・公益的な市民活
動に係る事業費の一部を助成する。 事

業
の
内
容

○市民活動団体等から申請のあった公益的な事業に対
し、主に栃木市市民協働まちづくりファンドからなる補助
金を交付し、地域の活性化、市民活動の充実及び協働の
まちづくりを推進する。
・補助金交付団体見込み数　25団体

0 0 52,300 2,300 3,546

事
業
の
概
要

　老朽化した小中学校屋外運動場夜間照明施設を更新
し施設の安全性を確保することにより、市民が安心して運
動が出来る場の提供を行い、スポーツの振興を図る。
○期間：令和4年度～令和11年度
○更新箇所：6箇所

事
業
の
内
容

○夜間照明更新工事
 ・東陽中学校　照明柱　6本

○夜間照明修正設計業務委託料　495,000円

前年度当初予算額 0 増減額 58,146

№ 14 会計 一般 款項目 02-01-16 担当部課 地域振興部　地域政策課

№ 13 会計 一般 款項目 02-01-15 担当部課 地域振興部　スポーツ課

事業名 　 運動場夜間照明施設更新事業費 予算額 58,146

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 681

事
業
の
概
要

　平成31年3月に策定した栃木市人権施策推進プラン第
2期計画（令和元年度～令和5年度）の計画期間満了に
伴い、現状課題にあわせた施策を行うため、人権施策推
進プランの第3期計画を策定する。

事
業
の
内
容

○プランの作成
○プランの冊子、及び概要版の印刷

第3期計画策定のための市民意識調査（市民アンケート）を、無作為抽出にて3,000人に郵送した。

前年度当初予算額 520 増減額 161

○蔵タク運行補助金　42,359,875円 (9社14台)

前年度当初予算額 69,111 増減額 △ 323

№ 18 会計 一般 款項目 03-01-01 担当部課 生活環境部　人権・男女共同参画課

事業名 　 人権施策推進プラン第３期計画策定事業費 予算額 681

事業名 　 蔵タク運行事業費 予算額 68,788

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 12,254 56,534

事
業
の
概
要

　栃木市地域公共交通網形成計画に基づき、高齢者等
の日常生活における移動手段を確保し、併せて定時定路
線運行のバスでは補いきれない、公共交通空白地域を解
消するため、市内全域で蔵タクを運行する。

事
業
の
内
容

○デマンド交通「蔵タク」の運行
○運行実績の評価・検証
○運行内容の検討・見直し
○出前講座等による利用促進のPR

0 0 0 0 332,934

事
業
の
概
要

　栃木市地域公共交通網形成計画に基づき、通勤・通学
及び高齢者等の日常生活の移動手段、また、観光客の
足として定時定路線のふれあいバスを運行する。 事

業
の
内
容

○コミュニティバス「ふれあいバス」の運行
(寺尾線、市街地循環線、市街地北部循環線、部屋線、
真名子線、金崎線、大宮国府線、皆川樋ノ口線、小野寺
線、大平線、藤岡線、岩舟線)
○運行実績の評価・検証
○運行内容の検討・見直し
○出前講座等による利用促進のPR

○ふれあいバス運行補助金　143,993,680円 (5社12路線)

前年度当初予算額 330,285 増減額 2,649

№ 17 会計 一般 款項目 02-01-16 担当部課 生活環境部　交通防犯課

№ 16 会計 一般 款項目 02-01-16 担当部課 生活環境部　交通防犯課

事業名 　 ふれあいバス運行事業費 予算額 332,934

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 5,409

事
業
の
概
要

　全ての市民が障がいの有無によって分け隔てられること
なく、相互に人格と個性を尊重しながら共生する社会を実
現するため、障がい児者等への支援体制の整備につい
て協議するとともに、令和6年度を初年度とする第4期障が
い者計画等を策定する。

事
業
の
内
容

　障がい児者等への支援に関し、地域の実情に応じた支
援体制の整備について協議する障がい者等自立支援協
議会の運営を行うとともに、現在の障がい者計画、障がい
福祉計画及び障がい児福祉計画の計画期間が令和5年
度に終了することから、今春示される国の指針や同協議
会の協議を通して、令和6年度を初年度とする障がい者
計画等を策定していく。

○障がい者等自立支援協議会委員報償金、手話通訳者報償金を3月に執行予定。

前年度当初予算額 392 増減額 5,017

○手話体験学習会講師報償費　5,510円
○手話通訳用タブレット通信料　377,460円
○全国手話言語市区長会負担金　16,000円

前年度当初予算額 1,127 増減額 1,313

№ 21 会計 一般 款項目 03-01-02 担当部課 保健福祉部　障がい福祉課

事業名 　 障がい者等自立支援協議会運営費 予算額 5,409

事業名 　 共生社会の実現のための合理的配慮推進事業費 予算額 2,440

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

792 396 0 0 1,252

事
業
の
概
要

　障害者基本法、障害を理由とする差別の解消の推進に
関する法律（通称：障害者差別解消法）の趣旨を踏まえ、
その実効性を高めるため制定した障がい者差別解消推
進条例及び手話言語条例に基づき、障がいの有無によっ
て分け隔てられることない「共生社会」の実現に向け合理
的配慮を推進する。

事
業
の
内
容

○手話通訳者を配置し、障がい者の意思疎通のためのコ
ミュニケーション手段の選択の機会の確保、拡大を図り手
話の普及啓発の推進を実施する。
・市役所窓口の手話通訳業務
・通訳派遣業務のコーディネイト
・手話講座の開講
○障がい者週間記念イベントを実施し障がい者の福祉に
ついての関心と理解を深める。

16,477 0 0 0 9,244

事
業
の
概
要

　地域住民が主体的に地域の課題を把握し、解決を試み
ることができる地域づくりを進めるため、専門職員を配置
し、住民の身近な圏域において、地域の生活課題につい
て総合的に相談に応じられる体制を構築する。
　また、地域の複合的な課題への対応を図るため、多機
関協働による包括的支援体制構築事業との連携を図る。

事
業
の
内
容

・参加支援対象者のニーズや課題を丁寧に把握し、地域
の社会資源との間のコーディネート、支援メニューとの
マッチングを行う。（従事職員を2人から3人へ増員）
・対象者の活動の場の創出として、社会資源の新規開
拓、拡充を図るため地域の企業や事業所等に働きかけを
行う。
・地域の福祉活動を展開するために必要な知識を持つ人
材育成を行う。

○地域力強化推進事業業務委託料　12,637,000円（栃木市社会福祉協議会）

前年度当初予算額 12,637 増減額 13,084

№ 20 会計 一般 款項目 03-01-02 担当部課 保健福祉部　障がい福祉課

№ 19 会計 一般 款項目 03-01-01 担当部課 保健福祉部　福祉総務課

事業名 　 地域力強化推進委託費 予算額 25,721

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

78,064 78,064 0 37,598 40,468

事
業
の
概
要

　保護者の就労等により家庭での保護指導を十分に受け
られない小学校児童に対し、授業の終了後に小学校の余
裕教室等を利用した学童保育を実施することで、適切な
遊び及び生活の場を提供し、その健全な育成を図る。

事
業
の
内
容

○学童保育事業の民間委託の実施
・多様化するニーズへの対応
○学童保育支援員等の資質向上
・公営及び民営学童保育支援員等の研修の実施
○学童保育利用者増に伴う施設の拡充
・小学校の余裕教室活用

○委託料
・放課後児童健全育成事業委託料　　85,547,709円
・警備委託料他　  　　　　 　　　 　　　　　1,991,660円

前年度当初予算額 210,667 増減額 23,527

○介護予防・日常生活圏域ニーズ調査業務委託料　1,309,000円

前年度当初予算額 2,500 増減額 1,317

№ 24 会計 一般 款項目 03-02-01 担当部課 こども未来部　子育て支援課

事業名 　 学童保育事業費 予算額 234,194

事業名 　 高齢者保健福祉計画策定委託費 予算額 3,817

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 3,817

事
業
の
概
要

　高齢者の保健、医療、介護及び福祉の各施策の基本指
針となる栃木市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
画については、老人福祉法及び介護保険法に3年ごとの
見直しが定められていることから、令和6年度を初年度と
する第9期計画を策定する。

事
業
の
内
容

　第9期計画期間においては、団塊の世代が後期高齢者
となるため、一人暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、加
えて要介護者の更なる増加が見込まれる中、本市として
指針となる高齢者保健福祉計画を策定するとともに、適切
な介護サービス量を推計し、令和6年度からの保険料を決
定する介護保険事業計画を策定していく。

0 0 0 0 3,181

事
業
の
概
要

　在宅の、要介護高齢者及び支援を要する高齢者に対
し、日常生活用具の購入費の一部を助成することにより、
要介護高齢者等の日常生活の安全を図る。 事

業
の
内
容

　近年の温暖化により、昨年も多くの高齢者が熱中症によ
り救急搬送されていることから、令和5年度より、高齢者日
常生活用具購入等助成の対象品目に「エアコン」を追加
する。

○日常生活用具購入費補助金　1,021,400円
○日常生活用具扶助費　398,370円

前年度当初予算額 2,721 増減額 460

№ 23 会計 一般 款項目 03-01-03 担当部課 保健福祉部　高齢介護課

№ 22 会計 一般 款項目 03-01-03 担当部課 保健福祉部　高齢介護課

事業名 　 高齢者日常生活用具購入費等助成事業費 予算額 3,181

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 8,894 0

事
業
の
概
要

　出生時から4か月の間に紙おむつ等の育児用品の給付
を行い、子育て世帯の経済的負担の軽減を行うとともに、
育児の悩み等の相談に応じ子育て世帯を応援する。 事

業
の
内
容

○紙おむつ、おしりふきの給付
（支給場所）
・1回目：児童手当請求窓口（出生時）
・2回目：地域子育て支援センター（生後4か月程度）

　

前年度当初予算額 － 増減額

○新築工事実施設計業務委託料　（（仮称）大平西子どもの家2号館）　　5,764,000円

前年度当初予算額 15,251 増減額 200,185

№ 27 会計 一般 款項目 03-02-01 担当部課 こども未来部　子育て支援課

事業名 新規 すくすく子育て応援事業費 予算額 8,894

事業名 　 学童保育施設整備事業費 予算額 215,436

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

97,624 27,404 77,300 0 13,108

事
業
の
概
要

　学童保育の利用率が年々高くなっており、施設の拡充
が求められている。その対応として、学校内の余裕教室確
保を進めるとともに、それが困難な場合は、学校敷地内へ
の新設により対応を図る。

事
業
の
内
容

○（仮称）大平西子どもの家2号館施設整備
・工事監理業務委託
・再積算業務委託
・学童保育施設新築工事
・学童保育施設ZEB化対応工事
・学童保育施設外構工事
○民間学童保育事業補助金

287 287 0 31 5,221

事
業
の
概
要

　保護者の様々な理由により児童の養育が一時的に困難
になった場合、児童養護施設などに委託し、養育及び保
護を行うことで、児童虐待の未然防止を図る。
　令和4年度より、集団に馴染めない児童への対応や通
学・通園等の課題改善を図るため、里親への委託を開始
したことから、令和5年度は本事業の更なる充実を図る。

事
業
の
内
容

○養育・保護の業務委託の実施
市内施設：1か所
市外施設：6か所
里親：1家庭

○賠償保険料 　 　34,290円
○業務委託料　 5,050,750円

前年度当初予算額 5,694 増減額 132

№ 26 会計 一般 款項目 03-02-01 担当部課 こども未来部　子育て支援課

№ 25 会計 一般 款項目 03-02-01 担当部課 こども未来部　子育て支援課

事業名 　 子育て短期支援事業費 予算額 5,826

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

0 0 0 2,189 0

事
業
の
概
要

　令和2年3月に策定した「栃木市保育所等整備基本方
針」に基づき、令和5年度で築30年が経過する大平南第1
保育園の屋根・外壁改修を行い、長寿命化を図る。
○期間：令和5年度～令和6年度

事
業
の
内
容

○大平南第1保育園屋根・外壁改修
・改修工事設計業務委託料

　

前年度当初予算額 － 増減額

№ 30 会計 一般 款項目 03-02-05 担当部課 こども未来部　保育課

事業名 新規 大平南第１保育園改修事業費 予算額 2,189

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 260,550 0 0 448,128

事
業
の
概
要

　各医療費助成制度における対象者が健康保険適用の
診療を受けた場合の医療費（一部負担分）を助成する。
　また、こども医療費助成制度においては令和5年1月か
ら対象年齢を18歳（高校生相当）まで拡大している。

事
業
の
内
容

○資格管理
○助成金の支払い
○事業費の管理
○助成事業の周知
○窓口業務

○消耗品費・印刷製本費　152,065円
○審査支払事務委託料　11,441,236円
○医療給付費　397,243,605円

前年度当初予算額 612,534 増減額 96,144

○民間保育所整備補助金　627,000円　（フォレストキッズ保育園）

前年度当初予算額 627 増減額 156,152

№ 29 会計 一般 款項目 03-02-03 担当部課 生活環境部　保険年金課

事業名 　 こども・妊産婦・ひとり親家庭医療費助成事業費 予算額 708,678

民間保育所整備補助金 予算額 156,779

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

104,519 0 47,000 0 5,260

事
業
の
概
要

　園舎等の新築・増改築等の施設整備を行う事業者（民
間保育園）に対して、整備に係る費用の一部を補助する
ことにより、良好な保育環境の整備を図る。 事

業
の
内
容

〇令和7年度4月開園予定の民設民営の新たな保育施設
の整備費補助
・対象：実施設計、工事費、工事管理費
・期間：令和5年度～令和6年度

№ 28 会計 一般 款項目 03-02-01 担当部課 こども未来部　保育課

事業名 　
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＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

0 35,191 0 0 7,059

事
業
の
概
要

　全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができ
るように、身近で専門職が相談に応じ、必要な支援につな
ぐ「伴走型相談支援」と「ギフト提供」を一体的に実施す
る。

事
業
の
内
容

○伴走型相談支援
・妊娠届出時、妊娠8か月前後(希望者）、乳児家庭全戸
訪問（生後2か月頃）時において面談
○ギフト提供（面談後申請）
・出産応援ギフト（妊婦一人当たり5万円）
・子育て応援ギフト（出生したこどもを養育する方に新生
児一人当たり5万円）

令和5年1月から事業開始となる。

前年度当初予算額 0 増減額 42,250

№ 33 会計 一般 款項目 04-01-01 担当部課 保健福祉部　健康増進課

事業名 　 出産・子育て応援ギフト事業費 予算額 42,250

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

1,007 368 0 0 29,799

事
業
の
概
要

　思春期から妊娠、出産、育児にかかわる各種健診、教
室、相談、訪問等の母子保健事業を充実することにより、
母親並びに乳幼児の心身の健康の保持増進を図る。
　特に、幼少期からの予防歯科対策を強化するため、２歳
児歯科健診を個別で実施する。また多様なニーズ及び父
親支援等に対応するため、オンラインを導入し相談や教
室を行う。

事
業
の
内
容

○業務委託
　・新生児聴覚検査
　・先天性股関節脱臼検診
　・2歳児歯科健康診査（個別健診）
○乳幼児健康診査の実施
○各種教室相談事業の実施
○妊産婦・新生児・乳幼児訪問指導の実施
○フッ化物塗布、フッ化物洗口事業の実施

○先天性股関節脱臼検診業務委託料    472 件      2,709,800 円
○乳幼児健康診査　　 実施回数 　125回　　健診従事者報償金　　9,460,655円
○各種教室相談事業　実施回数 　102回　　従事者報償金         　　909,750円

前年度当初予算額 30,160 増減額 1,014

○改修工事設計業務委託料　2,706,000円

前年度当初予算額 3,344 増減額 60,753

№ 32 会計 一般 款項目 04-01-01 担当部課 保健福祉部　健康増進課

事業名 　 母子保健事業費 予算額 31,174

事業名 　 認定西方なかよしこども園改修事業費 予算額 64,097

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 57,600 0 6,497

事
業
の
概
要

　令和2年3月に策定した「栃木市保育所等整備基本方
針」に基づき、築20年が経過している認定西方なかよしこ
ども園の屋根・外壁改修を行い、長寿命化を図る。
○期間：令和4年度～令和5年度

事
業
の
内
容

○認定西方なかよしこども園屋根・外壁改修
・屋根・外壁改修工事

№ 31 会計 一般 款項目 03-02-06 担当部課 こども未来部　保育課
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

0 0 2,707,000 1,000 103,523

事
業
の
概
要

　岩舟町三谷地内において、PFI手法により新斎場整備
運営事業を実施する。
○期間：令和3年3月27日～令和21年3月31日
　　（令和5年10月　供用開始予定）
○施設整備　造成工事及び本体工事
　　　　　（令和4年2月～令和5年9月)
○維持管理・運営：選定事業者により実施
　　　　　　（令和5年10月～令和21年3月）

事
業
の
内
容

○業務委託
・建設モニタリング
・維持管理・運営モニタリング
・式典等（竣工式及び内覧会）
○案内誘導標識設置等工事
・既存標識の撤去及び新斎場用標識の新設
○施設引渡し（所有権移転）
・サービス購入料（施設整備費分）

○業務委託料
　・市道61095号線植栽帯維持管理業務　 　1件　198,550円
　・市道61079号線除草業務　 　1件　264,000円

前年度当初予算額 16,072 増減額 2,795,451

№ 36 会計 一般 款項目 04-01-04 担当部課 生活環境部　環境課　斎場整備室

事業名 　 斎場再整備事業費 予算額 2,811,523

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 4,846 4,154

事
業
の
概
要

　地球温暖化防止対策の一環として、一般住宅における
二酸化炭素排出量削減の促進やゼロエネルギー化及び
住宅防災力の向上を図るため、住宅用低炭素設備設置
費の補助を行う。

事
業
の
内
容

○住宅用低炭素設備設置費補助金の交付
【定置型蓄電池】
　補助対象費用の1/10（上限50,000円）
　172件　8,600,000円
【電気自動車充給電システム】
　定額　40,000円
　10件　400,000円

○住宅用低炭素設備設置補助金
・定置型蓄電池　120件　6,000,000円
・電気自動車充給電システム　0件

前年度当初予算額 6,000 増減額 3,000

○PCR検査用消耗品費　17,644円
○PCR検査実施委託料　10,930,700円
○PCR検査キット配布委託料　8,669,100円

前年度当初予算額 29,865 増減額 16,746

№ 35 会計 一般 款項目 04-01-03 担当部課 生活環境部　環境課

事業名 　 住宅用低炭素設備設置費補助金 予算額 9,000

事業名 　 ＰＣＲ検査実施事業費 予算額 46,611

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 46,611 0

事
業
の
概
要

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を未然に防止す
るため、高齢介護施設等の職員を対象とした定期的な
PCR検査を実施する。
　また、小中学校、高齢介護施設等で感染が確認された
場合、当該施設の職員及び利用者に対し、必要に応じて
PCR検査を実施する。

事
業
の
内
容

○PCR検査実施委託
・高齢介護施設
・障がい児者施設
・小中学校
・保育園、学童施設

№ 34 会計 一般 款項目 04-01-02 担当部課 保健福祉部　健康増進課
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　本施設は平成14年度に建築され、空調設備の老朽化
が著しいことから、市民が安全安心に施設を利用できるよ
う、空調設備の更新を行う。 事

業
の
内
容

○空調設備更新工事
・PAC 1 多目的ホール
・PAC 2 母子指導室
・PAC 3 トレーニングルーム
・PAC 4 大小会議室
・PAC 5 職員休憩室
・PAC 6 コリドール
・PAC19 南北ロビー

○大平健康福祉センター大広間等空調設備更新工事費　　22,726,000円

前年度当初予算額 22,451 増減額 57,189

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 59,700 0 19,940

担当部課 保健福祉部　健康増進課

事業名 　 大平健康福祉センター空調設備更新事業費 予算額 79,640

№ 39 会計 一般 款項目 04-01-06

事
業
の
概
要

　本施設は平成3年度に建築され、築30年を超えているこ
とから、市民が安全安心に施設を利用できるよう、空調設
備や外壁等の改修を行う。 事

業
の
内
容

○空調設備更新設計業務委託
・1期工事23台分

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 1,500 0 612

担当部課 保健福祉部　健康増進課

事業名 新規 栃木保健福祉センター改修事業費 予算額 2,112

№ 38 会計 一般 款項目 04-01-06

事
業
の
概
要

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するた
め、補助対象区域における浄化槽の設置者（従前の汚水
処理の方法が合併処理浄化槽である場合を除く。）に対
し補助金を交付する。

事
業
の
内
容

○浄化槽設置補助金
　・浄化槽の設置 170基
○県浄化槽推進協議会負担金
○消耗品費

○浄化槽関連図書等購入費　12,738円
○栃木県浄化槽推進協議会負担金　33,000円
○浄化槽設置補助金　168基　106,278,000円

前年度当初予算額 86,438 増減額 11,826

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

43,720 11,083 0 0 43,461

担当部課 上下水道局　下水道建設課

事業名 　 浄化槽設置補助事業費 予算額 98,264

№ 37 会計 一般 款項目 04-01-05
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　市内への移住及び定住を促進するとともに中小企業の
活性化を図るため、東京圏から本市に移住して就業、起
業等した者に対し補助金を支給する。 事

業
の
内
容

○移住支援補助金
・世帯　100万円
　　　　　（18歳未満の世帯員1人につき30万円加算）
・単身　60万円

○移住支援補助金　6,400,000円
・世帯　4世帯　4,000,000円
・単身　4人　2,400,000円

前年度当初予算額 2,000 増減額 5,600

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 5,700 0 0 1,900

担当部課 産業振興部　商工振興課

事業名 　 移住支援補助金 予算額 7,600

№ 42 会計 一般 款項目 05-01-01

事
業
の
概
要

　栃木、大平、都賀及び西方地域から排出されるし尿を
処理している栃木市衛生センターは、稼働から36年が経
過し老朽化が進行している。
　今後も安全で安定したし尿処理を行うために、藤岡及び
岩舟地域を含めた全域のし尿処理ができる施設の整備を
行う。

事
業
の
内
容

○し尿処理施設整備基本構想策定業務委託の実施

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 9,207

担当部課 生活環境部　クリーン推進課

事業名 新規 衛生センター施設整備事業費 予算額 9,207

№ 41 会計 一般 款項目 04-02-03

事
業
の
概
要

　 とちぎクリーンプラザを良好な管理の下で長期的に稼
働させ、市内で発生するごみの適切な処理を継続して行
うために、基幹的設備改良工事を実施する。

○基幹的設備改良工事　（令和4年度～令和7年度）
○基幹的設備改良工事設計施工監理業務委託
　　　　　　　　　　　　　 　　 （令和4年度～令和7年度）

事
業
の
内
容

○基幹的設備改良工事の実施
○設計施工監理業務委託の実施

○基幹的設備改良工事及び包括的業務委託事業に係る発注等支援業務委託料
　 契約額（令和4年度分）　11,363,352円
○基幹的設備改良工事設計施工監理業務委託料（令和4年度分）　1,771,000円

前年度当初予算額 15,553 増減額 2,197,290

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

603,962 0 1,387,600 0 221,281

担当部課 生活環境部　クリーン推進課

事業名 　 とちぎクリーンプラザ施設保守整備事業費 予算額 2,212,843

№ 40 会計 一般 款項目 04-02-02
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　5～10年後の地域農業のあり方を定めた「地域計画（人・
農地プラン）」を令和6年度中に策定することを目指し、地
域の話し合いを支援していくとともに、策定までの間、現
行の人・農地プランの見直し・更新を行う。併せて、農地
中間管理機構を活用して担い手への農地集積・集約化を
促進する。

事
業
の
内
容

○地域計画(人･農地プラン)策定の支援
 ・集落座談会
 ・農業者等による地域計画の検討
○現行の人・農地プランの見直し・更新
 ・農業者等による検討会
○機構集積協力金を活用した農地集積･集約化

○集落座談会（小野口、高谷）以降順次開催予定
○農地集積集約化の推進に係る研修会(2月予定)
○農地中間管理事業：142件 668,792.73㎡

前年度当初予算額 8,396 増減額 △ 8

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 8,200 0 0 188

担当部課 産業振興部　農業振興課

事業名 　 人・農地プラン推進事業費 予算額 8,388

№ 45 会計 一般 款項目 06-01-03

事
業
の
概
要

　農業後継者不足を解消するために、青年の就農意欲の
喚起と就農後の定着を図り、本市における持続的な力強
い農業の基盤を築く。 事

業
の
内
容

○催事出展等による新規就農者の確保
○経営開始直後の資金の支援
○経営発展に向けた設備等導入の支援
○経営継承後の経営発展の取組の支援
○派遣研修事業参加に必要な経費の支援

○新規就農サポート事業費補助金：4経営体　1,831,885円
○青年就農補助金：12人　4,500,000円
○新規就農者経営開始支援事業費補助金：2人　1,125,000円

前年度当初予算額 24,449 増減額 27,588

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 46,050 0 500 5,487

担当部課 産業振興部　農業振興課

事業名 　 新規就農支援事業費 予算額 52,037

№ 44 会計 一般 款項目 06-01-03

事
業
の
概
要

　農業が持つ多面的機能を発揮し持続的な発展を図るた
め､農業生産に由来する環境負荷を軽減するとともに、地
球温暖化の防止や生物多様性の保全等に効果の高い農
業生産活動を支援する。
緑肥作物（カバークロップ)の作付及び有機農業の取組に
より、化学的に合成された肥料･農薬の使用量を５割低減
する。

事
業
の
内
容

○環境保全型農業に取り組む農業者等への支援
 ・緑肥作物（カバークロップ）1,250a
 ・有機農業 1,540a

○緑肥作物（カバークロップ）の作付：2経営体　690a 414,000円 （3月支払見込額）
○有機農業の取組：4経営体　1,440a 1,728,000円（3月支払見込額）

前年度当初予算額 2,142 増減額 456

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,948 0 0 650

担当部課 産業振興部　農業振興課

事業名 　 環境保全型農業直接支払交付金 予算額 2,598

№ 43 会計 一般 款項目 06-01-03
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　石川排水機場の更新整備及び既存排水路の改修整備
を実施することで、地区内の農地の湛水被害軽減と住宅
の浸水被害防止を図る。
○部屋南部地区かんがい排水事業
・総事業費：約27億円　・受益面積：約140ha
・事業期間：平成30年度～令和8年度
・事業内容：石川排水機場更新整備
　　　　　　　 地区内排水路改修整備

事
業
の
内
容

○負担金
・部屋南部地区かんがい排水事業負担金
　（水利施設等保全高度化事業　部屋南部地区）
・栃木市負担割合　25％
　517,000,000円×0.25＝129,250,000円

○負担金：市負担金　15,082,000円

前年度当初予算額 32,500 増減額 96,750

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 46,500 0 82,750

担当部課 産業振興部　農林整備課

事業名 　 部屋南部地区かんがい排水事業負担金 予算額 129,250

№ 48 会計 一般 款項目 06-01-05

事
業
の
概
要

　農業用ため池の適切な管理や危険ため池の整備等を
推進することにより、農業用水の安定供給や災害発生の
未然防止、及びため池の有する多面的機能の促進を図
る。
　令和3年度から行っている劣化状況評価及び地震・豪
雨耐性評価調査の結果をもとに防災工事に向けた実施
計画を策定する。

事
業
の
内
容

○防災重点ため池実施計画策定業務委託
・打越溜、弁天上溜、弁天下溜、岩の入溜（下）、足洗溜
計5箇所

○ため池（西谷津溜他6箇所）劣化状況評価及び地震・豪雨耐性評価調査業務委託料　53,020,000円

前年度当初予算額 70,000 増減額 △ 43,220

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 26,465 0 0 315

担当部課 産業振興部　農林整備課

事業名 　 防災重点農業用ため池整備事業委託費 予算額 26,780

№ 47 会計 一般 款項目 06-01-05

事
業
の
概
要

　田んぼが持つ貯水機能を利用し台風や集中豪雨時に
一時的に水を貯めてゆっくり排水することで、水田からの
ピーク流出量を抑制して本市の洪水被害の軽減を図る。
○田んぼダム整備事業
・市内土地改良区へ排水調整桝設置業務を委託
・桝の設置後、台風や集中豪雨が予想される際は市と改
良区が連携し田んぼに貯水排水の調節を行う。

事
業
の
内
容

○特に治水効果の高い巴波川上流地域や永野川流域等
の土地改良区内の田んぼに排水調整桝を設置する。
○田んぼダム整備　50ha整備予定
　　（令和5年度末　累計138ha）
　栃木市土地改良区 20ha  都賀町土地改良区　15ha
　小倉堰土地改良区 10ha  大岩藤土地改良区　 5ha

○吹上東部地区スマート田んぼダム計測機材設置工事費　　994,400円

前年度当初予算額 10,000 増減額 0

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 10,000

担当部課 産業振興部　農林整備課

事業名 　 田んぼダム整備事業委託費 予算額 10,000

№ 46 会計 一般 款項目 06-01-05
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　栃木市フードバレー構想に基づき、栃木県の「フードバ
レーとちぎ」と連携して、市内食品関連企業や農業をはじ
めとする「食」をテーマとした地場産業の振興を図り、地域
経済の活性化につなげる支援を行う。

事
業
の
内
容

○パンフレットの印刷
○栃木市フードバレー協議会負担金等
○事業方針
・食品関連企業と農畜産物の情報発信
・販路開拓・販売拡大に向けた支援
・食・スポーツ・教育に関する取組
・食と観光に関する取組　等

○栃木市フードバレー協議会負担金　900,000円
○パンフレット印刷製本費　100,000円（2月支払予定）

前年度当初予算額 1,000 増減額 0

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 1,000

担当部課 産業振興部　商工振興課

事業名 　 とちぎおいしいーとこフードバレー事業費 予算額 1,000

№ 51 会計 一般 款項目 07-01-02

事
業
の
概
要

　市内で創業や新事業展開を目指す方等からビジネスプ
ランを募集し、優秀なプランには、表彰して事業化を支援
するための奨励金を贈呈する。
　若者や女性等の創業を促すことにより、市全体の産業
活性化につなげる。

事
業
の
内
容

○創業に関するビジネスプランの募集
○コンテストや創業支援に関するPR活動
○審査員による審査の実施
○創業に関するセミナー、個別相談会等の開催
○表彰・奨励金の贈呈

○ビジネスプランコンテスト運営業務委託料　    1,463,000円（4月支払予定）

前年度当初予算額 3,000 増減額 0

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 3,000 0

担当部課 産業振興部　商工振興課

事業名 　 ビジネスプランコンテスト事業費 予算額 3,000

№ 50 会計 一般 款項目 07-01-02

事
業
の
概
要

　ナラ枯れ被害の防除対策を支援することにより、その被
害拡大を防止し、森林の持つ公益的機能を持続的に維
持させる。
○期間　令和3年度～

事
業
の
内
容

　ナラ枯れ被害木を発見し、原因となるカシノナガキクイム
シの、くん蒸処理を実施する。
○ナラ枯れ被害木くん蒸等委託
・直営によるくん蒸処理
○ナラ枯れ被害木伐倒駆除補助金
・森林所有者に対する、くん蒸処理費用の補助

○ナラ枯れ被害木くん蒸等委託料　3件　 1,691,800円

前年度当初予算額 4,000 増減額 4,200

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 5,000 0 2,200 1,000

担当部課 産業振興部　農林整備課

事業名 　 ナラ枯れ被害緊急対策事業費 予算額 8,200

№ 49 会計 一般 款項目 06-02-02
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　とちぎ山車会館の空調設備について、既存の設備が故
障していることから、新規の空調設備に改修し、入館者が
快適に過ごせる環境を整える。 事

業
の
内
容

○山車会館空調設備改修工事

○山車会館空調設備改修設計業務委託料　1,155,000円

前年度当初予算額 1,276 増減額 41,668

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 42,944 0

担当部課 産業振興部　観光振興課

事業名 　 山車会館施設改修事業費 予算額 42,944

№ 54 会計 一般 款項目 07-01-04

事
業
の
概
要

　地域経済・産業の活性化や雇用機会の創出を図るた
め、市内ＩＣに近接する環境を活かし、企業立地の受け皿
となる産業団地の造成を行う。
○全体事業区域面積　約204ha
　(栃木ＩＣ約80ha、佐野藤岡IC約100ha、都賀IC約24ha)

事
業
の
内
容

○業務委託
・地区界測量業務委託(栃木IC)
・基本設計業務委託(栃木IC)
・ボーリング調査業務委託(佐野藤岡IC)

○業務委託料
・栃木インター周辺地区データセンター事業実施可能性調査業務　18,480,000円（3月末支払予定）
・栃木インター北地区公図等転写連続図作成業務(面積30ha)　　4,565,000円（3月末支払予定）

前年度当初予算額 5,246 増減額 38,122

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 43,368

担当部課 産業振興部　産業基盤整備課

事業名 　 インター周辺開発事業費 予算額 43,368

№ 53 会計 一般 款項目 07-01-03

事
業
の
概
要

　奨励措置を講ずることにより市内への企業立地を促進
し、産業の振興及び雇用機会の拡大を図る。
○奨励措置の内容
　・立地奨励金：投下固定資産に係る固定資産税と都市
計画税相当額を5年間または2年間交付
　・用地取得奨励金：宇都宮西中核工業団地の用地取得
額の10％を交付
○奨励措置の指定　企業立地促進審査会を開催

事
業
の
内
容

○奨励措置
・立地奨励金の交付　15件（17社）
○奨励措置の指定
・企業立地促進審査会の開催

○立地奨励金　       4件　 74,190,000円
　　　　 〃　　　　     　6件 　53,900,000円（2月支払予定)

前年度当初予算額 128,180 増減額 196,240

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 324,420

担当部課 産業振興部　産業基盤整備課

事業名 　 企業立地促進事業費 予算額 324,420

№ 52 会計 一般 款項目 07-01-02

- 44 -



（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　地震による家屋の倒壊等の被害を最小限に抑え、市民
の生命や財産を保護するため、昭和56年5月末以前に建
築された木造住宅に対し、耐震診断を行う診断士の無料
派遣や耐震改修工事等の補助などの支援を行うことで、
木造住宅の耐震化の促進を図る。

事
業
の
内
容

・耐震診断士派遣
・耐震改修費補助　　　　限度額 1,100,000円
・耐震建替え補助　　 　 限度額 1,000,000円
・市内業者加算
・とちぎ材加算
・アドバイザー派遣

○木造住宅耐震補助金　32,619,000円
（耐震診断　15件，耐震改修　6件，耐震建替え　22件）

前年度当初予算額 44,510 増減額 1,960

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

20,484 11,740 0 0 14,246

担当部課 都市建設部　建築指導課

事業名 　 木造住宅耐震化促進事業費 予算額 46,470

№ 57 会計 一般 款項目 08-01-02

事
業
の
概
要

　東京スカイツリータウン東京ソラマチ内に店舗を構える
栃木県アンテナショップ「とちまるショップ」において本市
の特産品の展示・販売を行うとともに、定期的に観光PRイ
ベントを実施し、本市の知名度の向上を図る。

事
業
の
内
容

○アンテナショップ運営経費の負担
○観光PRイベントの実施

○栃木県アンテナショップ協議会負担金　1,189,805円

前年度当初予算額 1,391 増減額 △ 4

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 1,387

担当部課 産業振興部　観光振興課

事業名 　 栃木県東京スカイツリーアンテナショップ事業費 予算額 1,387

№ 56 会計 一般 款項目 07-01-04

事
業
の
概
要

　明治6年（1873年）6月15日に現在の栃木県が誕生し、
令和5年（2023年）に150年を迎えるにあたり、当時の県庁
所在地であり、今なお県庁堀をはじめとした県庁にまつわ
る史跡を残す栃木市の価値を活かし、栃木県誕生の地で
記念行事を開催する。

事
業
の
内
容

○栃木県誕生150年記念イベントの開催
・開催予定日
　令和5年6月10日(土)
・開催予定場所
　栃木市立美術館前広場　他

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 2,000

担当部課 産業振興部　観光振興課

事業名 新規 栃木県誕生１５０年記念イベント開催事業費 予算額 2,000

№ 55 会計 一般 款項目 07-01-04
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　藤岡地域の道路ネットワーク強化と主要施設へのアクセ
ス性向上を図るため、県道蛭沼川連線と国道50号を結ぶ
幹線道路として用地買収し、新設工事により整備を行う。
○期間：平成18年度～令和9年度
○道路改良工事　延長1,880ｍ　幅員10.2ｍ
○用地買収　21,508.13㎡
○物件補償　10件

事
業
の
内
容

○交差点改良工事
○舗装工事　延長900.0ｍ　幅員10.2ｍ
○物件補償　電柱　7本

○業務委託料　用地測量　1件　198,000円
○道路改良工事費　延長600.0ｍ　幅員10.2ｍ　90,732,000円
○用地取得費　土地購入　面積159.01㎡　2筆　825,261円

前年度当初予算額 50,000 増減額 108,000

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

80,630 0 69,600 0 7,770

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 市道１０６６号線道路改良事業費（藤岡富吉１区） 予算額 158,000

№ 60 会計 一般 款項目 08-02-03

事
業
の
概
要

　県道栃木二宮線から県道宇都宮栃木線の区間の大宮
北小学校東側の通学路を用地買収し、歩道を設置する。
○期間：平成23年度～令和7年度
○歩道整備工事
　延長780m　幅員2.5ｍ(道路幅員9.5ｍ)
○用地買収　2,660㎡
○物件補償　33件

事
業
の
内
容

○業務委託
・物件等調査算定
○交通安全施設整備工事
　延長70.0ｍ　幅員2.5ｍ(道路幅員9.5ｍ)
○用地取得
・土地購入　面積65.69㎡　11筆
○物件補償　3件

○業務委託料　物件調査算定等　5件　5,676,000円　　　○用地取得費　土地購入　面積78.13㎡　2筆　2,098,416円
○交通安全施設整備工事費　延長70.3ｍ　幅員9.5ｍ　19,525,000円
○物件補償費　建物、工作物等、電柱5本　47,132,637円

前年度当初予算額 133,000 増減額 △ 93,600

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

14,300 0 22,500 0 2,600

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 市道１０３３号線交通安全施設整備事業費（栃木大宮町） 予算額 39,400

№ 59 会計 一般 款項目 08-02-03

事
業
の
概
要

　現在、本市の生活道路は簡易舗装が多く、舗装率も幹
線道路に比べ低い状況であり、市民にとって身近な生活
道路において不便をきたしている。このため、生活道路の
簡易舗装を本舗装にすることで市民が安全で安心して通
行できるようにするとともに、舗装率の向上を図る。

事
業
の
内
容

○市内の生活道路舗装補修工事

○工事請負費　25件　　198,682,000円
　　　　　　　　　　延長7,641.4ｍ（うち簡易舗装3,718.7ｍ）

前年度当初予算額 200,000 増減額 0

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 200,000 0 0

担当部課 都市建設部　道路河川維持課

事業名 　 生活道路舗装補修事業費 予算額 200,000

№ 58 会計 一般 款項目 08-02-02
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　市道1051号線と市道2092号線交差点を結ぶ区間を用
地買収し、拡幅工事により整備を行う。
○期間：令和4年度～令和9年度
○道路改良工事　延長780.0ｍ　幅員9.25ｍ
○用地買収　3,000㎡
○物件補償　15件

事
業
の
内
容

○業務委託
・道路詳細設計

○業務委託料　用地測量　1件　18,326,000円

前年度当初予算額 25,000 増減額 △ 15,000

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 9,000 0 1,000

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 市道２０８９号線道路改良事業費（大平富田） 予算額 10,000

№ 63 会計 一般 款項目 08-02-03

事
業
の
概
要

　都市計画道路小山栃木都賀線から市道1030号線（日ノ
出町地内）を結ぶ幹線道路を用地買収し、拡幅及び新設
工事により整備を行う。
○期間：平成25年度～令和11年度
○道路工事　延長950.0ｍ　幅員16.0～24.0ｍ
○用地買収　13,332㎡
○物件補償　46件

事
業
の
内
容

○業務委託
・物件等再調査算定
○用地取得
・土地購入　面積766.74㎡　5筆
○物件補償　3件

○業務委託料　物件等再調査算定　1,353,000円
○物件補償費　建物、工作物等　2件　95,097,406円
○用地取得費  土地購入　面積1,787.9㎡　4筆　15,921,697円

前年度当初予算額 199,000 増減額 △ 34,000

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

72,500 0 83,200 0 9,300

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 今泉泉川線道路整備事業費(栃木今泉町1・2丁目・日ノ出町） 予算額 165,000

№ 62 会計 一般 款項目 08-02-03

事
業
の
概
要

　高速道路の利便性向上、地域の活性化、緊急輸送道
路の機能強化等を図るため、東北自動車道の都賀西方
パーキングエリアにスマートインターチェンジを設置する。
○期間：平成24年度～令和5年度
○延長685ｍ（上り線310ｍ、下り線375ｍ）
　幅員7.0ｍ

事
業
の
内
容

○道路改良工事（東日本高速道路(株)施工）
　延長685ｍ　幅員7.0ｍ

○事業協定負担金（東日本高速道路(株)施工）　349,906,445円

前年度当初予算額 381,500 増減額 △ 261,500

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

61,820 0 51,400 0 6,780

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 スマートＩＣ整備事業費 予算額 120,000

№ 61 会計 一般 款項目 08-02-03
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　台風や集中豪雨による河川からの溢水被害や内水氾
濫に対し、市街地部では旧赤津川の改修や調節池の整
備、また薗部町4丁目地内他では強制排水施設及び調節
池の整備等を行い、効果的に浸水被害の軽減を図る。
○期間：令和2年度～令和7年度

事
業
の
内
容

○清水川調節池測量等業務委託
○旧赤津川第1調節池詳細設計業務委託
○平井第2調節池詳細設計業務委託
○旧赤津川調節池整備工事
○清水川地下貯留施設整備工事
○平井地区排水施設整備工事　　　他

○業務委託料　旧赤津川河川改修測量・設計業務委託他　　125,081,000円
○工事請負費　旧赤津川放水路整備工事　延長106ｍ　　60,401,000円
○土地購入費　平井地区他　面積5,343.69㎡　　47,775,057円

前年度当初予算額 379,732 増減額 811,741

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 1,189,600 0 1,873

担当部課 都市建設部　道路河川整備課　治水対策室

事業名 　 雨水・浸水対策事業費 予算額 1,191,473

№ 66 会計 一般 款項目 08-03-02

事
業
の
概
要

　点検の結果、修繕が必要となった橋梁を、長寿命化修
繕計画に基づき、順次修繕を図る。

事
業
の
内
容

○樋の口橋修繕設計業務委託
○牛落橋橋梁更新工事
・下部工、護岸工、旧橋撤去工

○業務委託料
・牛落橋橋梁予備設計業務委託　10,780,000円
・牛落橋橋梁詳細設計業務委託　25,641,000円

前年度当初予算額 50,000 増減額 79,300

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

64,900 0 47,700 0 16,700

担当部課 都市建設部　道路河川維持課

事業名 　 橋梁長寿命化修繕事業費 予算額 129,300

№ 65 会計 一般 款項目 08-02-04

事
業
の
概
要

　県道和泉間々田線から市道1068号線の区間を用地買
収し、拡幅工事により整備を行う。
○期間：平成24年度～令和5年度
○道路改良工事　延長610.0ｍ　幅員6.0ｍ
○用地買収　1610.36㎡
○物件補償　16件

事
業
の
内
容

○道路改良工事
　延長220.0ｍ　幅員6.0ｍ

○道路改良工事費　延長158.7ｍ　幅員6.0ｍ　19,789,000円
○物件補償費　電柱　5本　4,371,220円

前年度当初予算額 29,000 増減額 5,000

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 30,600 0 3,400

担当部課 都市建設部　道路河川整備課

事業名 　 市道６２２１９号線道路改良事業費（岩舟静戸） 予算額 34,000

№ 64 会計 一般 款項目 08-02-03
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　蔵の街大通りを中心とする中心市街地の低未利用地や
遊休地等の公的不動産の有効・適切な活用を図るため、
土地利用計画の策定を行う。
○旧栃木警察署跡地土地利用推進事業
○官民連携によるまちづくり事業

事
業
の
内
容

○手数料
・旧栃木警察署跡地不動産鑑定業務
○業務委託
・まちなか土地利用計画資料作成業務委託
・シェアサイクル自転車管理業務委託
○器具購入費
・シェアサイクル自転車等購入
　自転車 30台　ポート 60台

○まちなか土地利用計画資料作成業務委託料　715,000円(3月支払予定)

前年度当初予算額 970 増減額 9,483

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,000 0 7,647 1,806

担当部課 都市建設部　市街地整備課

事業名 　 まちなか土地利用計画推進事業費 予算額 10,453

№ 69 会計 一般 款項目 08-04-05

事
業
の
概
要

　栃木市総合運動公園利用者が各種運動施設を安全で
快適に利用できるように、施設の改修などを行う。

事
業
の
内
容

○工事請負費
　・幼児プール改修工事
　・陸上競技場改修工事

○下水道整備基本設計業務委託料　4,235,000円
○移動式バスケットゴール購入費　9,119,000円

前年度当初予算額 13,652 増減額 192,928

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 67,800 105,060 33,720

担当部課 都市建設部　公園緑地課

事業名 　 栃木総合運動公園施設整備事業費 予算額 206,580

№ 68 会計 一般 款項目 08-04-04

事
業
の
概
要

　栃木市都市計画マスタープラン（平成26年3月策定・平
成28年3月改訂）については、おおむね10年ごとの期間を
目安に見直しを行うこととしており、第2次栃木市総合計画
に即しつつ、新たな課題等への対応や施策の更なる充実
を図るため、令和5年度から2か年をかけて改訂を行う。

事
業
の
内
容

○都市計画マスタープラン改訂骨子の作成
・市の概況、上位・関連計画、都市づくり上の課題の整理
・現行計画の検証・評価
・将来都市像、全体構想、地域別構想の見直し
○庁内検討委員会の運営

　

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 0 7,106

担当部課 都市建設部　都市計画課

事業名 新規 都市計画マスタープラン等策定委託費 予算額 7,106

№ 67 会計 一般 款項目 08-04-01
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　消防本部・消防署の老朽化、狭あい化した消防庁舎を
計画的に整備する。

※令和5年度から、北部分署整備事業に係る事業費は北
部分署整備事業費で計上。

事
業
の
内
容

○工事
・消防本部・消防署庁舎新築工事
　360,730,000円（令和3年度～令和5年度継続費）
・消防本部別館庁舎解体工事　92,697,000円
・消防本部車庫新築工事
　49,351,500円（令和5年度～令和6年度継続費）

○委託料　庁舎整備工事監理業務委託料前払金　8,140,000円
○工事請負費　庁舎整備工事請負費前払金(建築・電気設備・機械設備)　452,051,000円

前年度当初予算額 1,298,755 増減額 △ 739,077

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 466,300 30,000 63,378

担当部課 消防本部　消防総務課

事業名 　 消防庁舎整備事業費 予算額 559,678

№ 72 会計 一般 款項目 09-01-03

事
業
の
概
要

　空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例に基
づき、空き家等の所有者等に対し助言及び指導を行う。
　また、空き家の適正管理と有効活用を促進する施策とし
て、空き家等の改善資金に係る利子補給や、管理不全な
状態となった空き家の解体費用の一部を補助する。

事
業
の
内
容

○空き家条例に基づく助言及び指導等
○自治会による空き家の早期発見
○空き家等改善資金利子補給金の交付
○空き家解体補助金の交付
○空き家等対策懇談会の開催
○空き家発生予防セミナー等の開催

○空き家解体費補助金　62件　17,479,000円　　　　　　○空き家等改善資金利子補給金　5件　52,127円
○空き家等対策協議会委員報償金　7件　28,000円　　 ○相続財産管理人制度予納金　1件　3,000,000円
○空き家発生予防セミナー講師謝金　60,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

前年度当初予算額 25,929 増減額 △ 950

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

10,625 0 0 0 14,354

担当部課 都市建設部　建築住宅課

事業名 　 空き家対策事業費 予算額 24,979

№ 71 会計 一般 款項目 08-05-01

事
業
の
概
要

　空き家の有効活用を図るとともに、定住の促進による地
域の活性化を図る。本事業により、空き家・空き地の所有
者と空き家・空き地の利用希望者とのマッチングを行う。ま
た、成約した空き家にはリフォーム費用の一部を補助す
る。

事
業
の
内
容

○空き家バンクによる空き家、空き地等の情報提供
○空き家バンク登録空き家のリフォーム補助
○空き家バンクHPの運用

○空き家バンクリフォーム補助金　31件　9,169,000円
○空き家バンクHP制作業務委託料　264,000円
○空き家バンクHPレンタルサーバー等利用料　　142,560円　等

前年度当初予算額 15,635 増減額 0

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

2,000 0 0 600 13,035

担当部課 都市建設部　建築住宅課

事業名 　 あったか住まいるバンク事業費 予算額 15,635

№ 70 会計 一般 款項目 08-05-01
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　平成17年3月に運用を開始した現在の高機能消防指令
センターは部分改修等を行い長寿命化を図ってきたが、
基幹システムの老朽化などから、新消防庁舎建設に併
せ、新たに整備する。
　大規模災害時の受信体制を強化し、市民の安全安心を
確保する。

事
業
の
内
容

○高機能消防指令センター整備工事
○整備工事の施工監理
○新指令センターへの関連機器移設業務

○実施設計業務委託料　4,048,000円

前年度当初予算額 0 増減額 703,047

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

97,814 0 543,700 26,000 35,533

担当部課 消防本部　通信指令課

事業名 　 高機能消防指令センター総合整備事業費 予算額 703,047

№ 75 会計 一般 款項目 09-01-03

事
業
の
概
要

　平成25年度に栃木市消防署藤岡分署に配備し老朽化
した高規格救急自動車を、更新することにより救急活動に
万全を期し、より高度な救命処置を行い救命率の向上を
図る。

事
業
の
内
容

○高規格救急自動車購入
（栃木市消防署藤岡分署に配備）

　

前年度当初予算額 0 増減額 42,705

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

14,819 0 24,900 0 2,986

担当部課 消防本部　警防課

事業名 　 高規格救急自動車購入事業費 予算額 42,705

№ 74 会計 一般 款項目 09-01-03

事
業
の
概
要

　都賀分署、西方分署の老朽化、狭あい化した消防庁舎
を新たに北部分署として計画的に整備する。
○期間：令和4年度～令和9年度 事

業
の
内
容

○業務委託
・基本設計策定業務委託
・造成設計策定業務委託
・都賀分署耐震診断業務委託
・西方分署耐震診断業務委託
○事業認定説明会
○事業認定申請
○不動産鑑定

※令和4年度まで北部分署整備事業に係る事業費は消防庁舎整備事業で計上。

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 6,500 0 21,017

担当部課 消防本部　消防総務課

事業名 新規 北部分署整備事業費 予算額 27,517

№ 73 会計 一般 款項目 09-01-03
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　不登校児童生徒及びその保護者に対する支援や教育
相談を行う教育支援センター(※)を市内に5か所設置し、
不登校児童生徒の学校復帰及び社会的自立を図る。
※令和5年4月に「適応指導教室」から「教育支援セン
ター」に名称変更

事
業
の
内
容

　不登校児童生徒及び保護者に対する支援や教育相談
を行う。
○教育支援ボランティア2人の配置
○教育支援サポーター（※）3人の配置
○教育支援センターの管理及び整備
※令和5年4月に「適応支援サポーター」から「教育支援サ
ポーター」に名称変更

○適応支援サポーター報償金（2人）　　174,000円

前年度当初予算額 2,146 増減額 811

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 2,957 0

担当部課 教育委員会事務局　学校教育課

事業名 　 教育支援センター運営事業費 予算額 2,957

№ 78 会計 一般 款項目 10-01-03

事
業
の
概
要

　専門的な知識、技能を有し、教育に熱心な会計年度任
用職員を採用し栃木市立小中学校へ派遣又は配置する
ことにより、確かな学力の育成及び教育環境の充実を図
る。

事
業
の
内
容

　会計年度任用職員123人を採用し、派遣及び配置す
る。
○主な職種
・学校支援員　　　　　　　　　 62人
・外国語指導助手（ALT）　　22人
・教育支援相談員(※)他　 　39人
※令和5年4月に「適応指導員」から「教育支援相談員」に
名称変更

○会計年度任用職員人件費　　学校支援員　　　　　　　　 61人　86,862,341円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国語指導助手（ALT）　20人　68,383,803円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適応指導員他　　　　　　　25人　37,632,362円

前年度当初予算額 264,777 増減額 21,301

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

673 9,710 0 0 275,695

担当部課 教育委員会事務局　学校教育課

事業名 　 会計年度任用職員人件費（学校教育課） 予算額 286,078

№ 77 会計 一般 款項目 10-01-02

事
業
の
概
要

　災害発生時の被害を最小限にとどめるために、防災備
蓄品の購入、防災に関する機器等の適正な維持管理や
防災訓練の実施、自主防災組織の設立育成などに取り
組み、住民の防災意識の高揚と防災体制の強化を図る。

事
業
の
内
容

○備蓄用品の購入
○同報系防災行政無線、防災情報ステーションの運用・
保守
○被災者生活再建支援システムの運用
○自主防災組織の設立・運営補助

○避難所用消耗品費　667,730円
○栃木市同報系防災行政無線保守点検業務委託料　7,370,000円
○自主防災組織補助金　1,080,000円

前年度当初予算額 45,406 増減額 △ 2,902

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 1,080 0 7,148 34,276

担当部課 総合政策部　危機管理課

事業名 　 防災事業費 予算額 42,504

№ 76 会計 一般 款項目 09-01-05
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

0 0 87,800 0 31,310

事
業
の
概
要

　栃木第三小学校給食共同調理場、大宮北小学校給食
共同調理場及び国府北小学校給食共同調理場を統合
し、（仮称）栃木東地域学校給食センターを整備する。 事

業
の
内
容

○基本設計・実施設計業務委託
・期間：令和4年度～令和6年度
　（令和5年度分 16,764,000円）
○用地取得
・土地購入　面積5,900㎡　1筆
○造成工事

○基本設計・実施設計業務委託料(令和4年度分) 8,382,000円(3月末支払予定）
○造成工事に伴う測量業務委託料 4,862,000円（3月末支払予定）  　　　○土地鑑定手数料 503,800円
○造成工事に伴う設計業務委託料 7,898,000円（3月末支払予定）

前年度当初予算額 11,494 増減額 107,616

№ 81 会計 一般 款項目 10-01-04 担当部課 教育委員会事務局　保健給食課

事業名 　 （仮称）栃木東地域学校給食センター整備事業費 予算額 119,110

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 482,981 409,839

事
業
の
概
要

　安全でおいしい学校給食の安定供給のため、調理施設
の維持管理、食材購入、備品購入等を行う。
　賄材料費については、高騰する食材費の増加分の負担
を支援し、保護者負担を増やすことなく学校給食を提供
する。

事
業
の
内
容

○学校給食提供予定食数（1年間）
・小学校　29校　約1,562,600食
・中学校　13校　約835,000食
○食材の購入
○調理場施設の維持管理
○調理器具の購入

○提供食数　・小学校　29校　1,091,186食　・中学校　13校　566,208食
○賄材料費　390,650,928円　　　　 　 　○調理場施設管理委託料　9,182,624円
○調理場備品購入費　3,956,458円     ○維持補修費　6,148,301円

前年度当初予算額 794,357 増減額 98,463

○外国語指導助手用OA機器リース料　113,528円
○小・中学校英語教育用消耗品費　  158,595円

前年度当初予算額 588 増減額 235

№ 80 会計 一般 款項目 10-01-04 担当部課 教育委員会事務局　保健給食課

事業名 　 学校給食事業費 予算額 892,820

グローバル教育推進事業費 予算額 823

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 823 0

事
業
の
概
要

　グローバル化が進展した社会において、他者と協働して
課題を解決できる児童生徒を育成するため、多様性を尊
重する態度や多面的多角的な視点から物事を捉える思
考力・判断力、思いや考えを伝え合うことのできるコミュニ
ケーション能力の向上を図る。

事
業
の
内
容

○ICTを活用した他校との交流
○外国語指導助手（ALT）とのチームティーチング授業の
実施
○グローバル・デー(小学校)・グローバル・アワー(中学校)
の実施
○スピーキングテストの実施
○授業等における効果的なICT活用の研究
○グローバル教育プログラム作成

事業名 　

№ 79 会計 一般 款項目 10-01-03 担当部課 教育委員会事務局　学校教育課　グローバル教育推進室
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

0 0 0 0 1,761

事
業
の
概
要

　国は、子どもたちの適切なスポーツ環境の確保と教員の
負担軽減を図るため、休日の運動部活動を令和5年度か
ら段階的に地域に移行する方針を示しており、本市にお
いても部活動の地域移行を着実に実施する必要があるこ
とから、推進方針を策定するとともに、市立中学校におい
て、モデル事業を実施する。

事
業
の
内
容

○市立中学校2校におけるモデル事業の実施
○運動部活動の地域移行検討会議の開催（年4回予定）
・推進方針の検討・策定
・モデル事業の実施・検証

　

前年度当初予算額 － 増減額

№ 84 会計 一般 款項目 10-03-02 担当部課 教育委員会事務局　教育総務課

事業名 新規 部活動地域移行事業費 予算額 1,761

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 10,137 0

事
業
の
概
要

　学校施設の省エネルギー化と児童生徒の学習環境の
向上を図るため、照明設備や空調設備の更新を行う。
　なお、本事業のうち、静和小、東陽中（照明LED化改修
工事）、国府北小、藤岡中（空調設備更新工事）について
は、当初令和5年度の新規事業としていたが、令和4年度
国補正予算により令和4年度事業として前倒しして実施す
る予定である。

事
業
の
内
容

○照明LED化改修工事設計業務委託
　（南小、千塚小、赤津小、小野寺小、吹上中）
○空調設備更新工事設計業務委託
　（栃木第四小、静和小、栃木東中、栃木西中）

　

前年度当初予算額 － 増減額

○就学援助認定（人数・支給額） 小学校 495人 22,225,831円 ・ 中学校 341人 24,092,120円
○就学奨励費認定（人数・支給額） 小学校 165人 3,961,608円 ・ 中学校 73人 2,980,383円
○遠距離通学補助金決定（人数・支給額） 小学校 3人 40,000円 ・ 中学校 5人 20,000円（令和5年1月執行予定）

前年度当初予算額 100,409 増減額 6,159

№ 83 会計 一般 款項目
10-02-03
10-03-03 担当部課 教育委員会事務局　学校施設課

事業名 新規 小・中学校設備省エネ化推進事業費 予算額 10,137

事業名 　 小・中学校就学援助事業費 予算額 106,568

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

5,687 98 0 0 100,783

事
業
の
概
要

　就学援助費については、経済的理由により小中学校へ
の就学が困難な児童生徒に対して、学用品費、学校給食
費等の支援を行う。また、令和5年度から所得基準の要件
を緩和し、対象者の拡大を図る。
　その他、特別支援学級に通級する児童生徒への特別
支援教育就学奨励費の支給及び一定以上の通学距離を
通学する児童生徒への遠距離通学児童生徒通学費補助
金を交付する。

事
業
の
内
容

○就学援助費
・小学校　619人　48,323,470円
・中学校　357人　45,624,360円
○特別支援教育就学奨励費
・小学校　177人　6,751,805円
・中学校　97人　5,573,845円
○遠距離通学児童生徒通学費補助金
・小学校　5人 100,000円　・中学校　17人 193,000円

№ 82 会計 一般 款項目
10-02-02
10-03-02 担当部課 教育委員会事務局　教育総務課
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

4,068 0 0 0 11,963

事
業
の
概
要

　市内に存在する中世城郭群について調査を行い、本市
の中世像を明らかにする。
　西方城跡（西方城跡、二条城跡）については、発掘調査
や測量等の報告等をまとめ、国の史跡指定に向け意見具
申を行う。

事
業
の
内
容

○専門者会議の開催
○発掘調査出土遺物等整理作業
○発掘調査報告書作成業務
○遺構除草等管理業務
○国史跡指定に向けた意見具申

○専門委員史料調査等謝礼　　　678,910円
○委託料　・遺構図作成業務　1,903,000円　　・地籍図測量業務　2,310,000円
　　　　　・レーザー測量及び赤色立体図作成業務　2,948,000円

前年度当初予算額 15,090 増減額 941

№ 87 会計 一般 款項目 10-04-03 担当部課 教育委員会事務局　文化課

事業名 　 ふるさとの城郭群再発見事業費 予算額 16,031

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

30,000 0 0 0 31,013

事
業
の
概
要

　伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物を
修理保存していくとともに、その他の建築物等についても
修景を促進し、歴史的な町並み景観の形成を図る。 事

業
の
内
容

○伝統的建造物修理等補助事業
・伝統的建造物修理　5件
○伝統的技術継承事業支援
○市民啓発事業
○保存審議会の開催

○伝統的建造物群保存事業補助金　5件　56,712,000円
○伝統的技術継承事業補助金　100,000円

前年度当初予算額 61,934 増減額 △ 921

○伝建地区拠点施設解体工事費　138,600,000円
○伝建地区拠点施設解体工事監理業務委託料　10,670,000円

前年度当初予算額 245,024 増減額 △ 210,344

№ 86 会計 一般 款項目 10-04-03 担当部課 地域振興部　蔵の街課

事業名 　 伝統的建造物群保存事業費 予算額 61,013

事業名 　 伝建地区拠点施設整備事業費 予算額 34,680

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 24,365 10,315

事
業
の
概
要

　嘉右衛門町伝建地区内の味噌工場跡地において、伝
統的建造物の保存に努めるとともに、周辺の歴史的な景
観と一体となった町並みを保存し、観光・まちづくり・防
災・交流等の拠点施設としての整備を図る。

事
業
の
内
容

○伝建地区拠点施設基本設計業務
○拠点施設調査業務
○専門者会議の開催

№ 85 会計 一般 款項目 10-04-03 担当部課 地域振興部　蔵の街課
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　文化会館利用者の安全の確保及び利便性の向上を図
るため、老朽化した設備に優先順位をつけ、計画的に改
修工事を行う。 事

業
の
内
容

○栃木文化会館
　小ホール吊物機構制御盤更新工事　16,874,000円
○岩舟文化会館
　中ホール改修設計業務委託　13,145,000円
　（特定天井・照明・音響）

○栃木文化会館大ホール吊物機構制御盤更新工事費　33,330,000円
○大平文化会館ロビー天井落下防止対策工事費　1,562,000円

前年度当初予算額 35,530 増減額 △ 5,511

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 24,400 0 5,619

担当部課 教育委員会事務局　文化課

事業名 　 文化会館施設改修事業費 予算額 30,019

№ 90 会計 一般 款項目 10-04-04

事
業
の
概
要

　山本有三、吉屋信子、柴田トヨをはじめとした市ゆかりの
作家や市史に足跡を残した先人、旧栃木町役場庁舎の
資料等を常設展で紹介するとともに、これらに関連した企
画展を開催する。
　また、展覧会に関連した講座等を開催し、作品や人物、
業績等について広く紹介する。

事
業
の
内
容

○企画展の開催　年3回
・　「（仮称）没後50年　吉屋信子と栃木」他
○講演会等の開催
○ギャラリートークの開催

○展示・教育普及用消耗品費　457,970円
○企画展関係業務委託料　1,992,300円
○展示・資料管理用器具購入費　159,760円

前年度当初予算額 13,100 増減額 2,906

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 3,520 12,486

担当部課 教育委員会事務局　美術・文学館課

事業名 　 文学館展示等開催事業費 予算額 16,006

№ 89 会計 一般 款項目 10-04-03

事
業
の
概
要

　令和4年11月3日に開館した栃木市立美術館において、
喜多川歌麿、清水登之、田中一村、刑部人、鈴木賢二ら
市ゆかりの作家の作品を収蔵品展で紹介するとともに、企
画展を開催し、国内外のすぐれた作家の作品を展示す
る。
　また、展覧会に関連した講演会、ワークショップ等の開
催や、学校との連携事業を実施し、来館者の増加を図
る。

事
業
の
内
容

○企画展の開催　年4回
・「開館記念展　明日につなぐ物語」他
○収蔵品展の開催　年4回
○講演会、ワークショップ等の開催
○ギャラリートークの開催

○開館記念講演講師謝礼　100,000円
○展覧会委託料　4,082,670円
○作品借上料　314,600円

前年度当初予算額 20,152 増減額 16,873

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 37,025 0

担当部課 教育委員会事務局　美術・文学館課

事業名 　 美術館特別企画展等開催事業費 予算額 37,025

№ 88 会計 一般 款項目 10-04-03
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　定住人口の維持、雇用の創出を図るため、地区内の既
存住宅の住環境を保全しながら、都賀インターチェンジ直
結の（主）宇都宮亀和田栃木線に隣接した本地区に、企
業立地の受け皿となる産業用地の造成を行う。
○地区面積　約22.7ha

事
業
の
内
容

○業務委託
・物件調査再算定業務委託
・画地確定測量業務委託
○産業団地造成工事
・区画道路、水路、雨水幹線、整地
○用地取得
・土地購入 面積40,631㎡　40筆
・物件補償　15件

○業務委託料　実施設計業務委託等　83,019,000円(3月支払予定)
○産業団地造成工事費　水路築造工事等　127,490,000円(3月支払予定)
○用地取得費　土地購入　面積4,001.91㎡　6筆　16,642,885円（地権者数：4人）

前年度当初予算額 312,681 増減額 812,500

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 1,114,200 8,631 2,350

担当部課 都市建設部　市街地整備課

事業名 　 平川土地区画整理事業費 予算額 1,125,181

№ 93 会計 平川 款項目 01-01-01

事
業
の
概
要

　栃木ＩＣ直近という優れた立地環境を活かして新たな産
業・物流拠点を整備し、本市経済の活性化や新たな雇用
の創出を図る。
○全体事業区域面積　約23ha

事
業
の
内
容

○業務委託
・画地確定測量業務委託
・地質調査業務委託
・不動産鑑定業務委託
○産業団地造成工事　面積　23ha
・調整池整備工、区画道路整備工、造成工
○電波塔移転補償
○上水道工事負担金

○用地取得費　土地購入　8人　22筆　　13,514.71㎡　188,687,684円(2月支払予定)
○物件移転補償費　14件　552,127,332円(3月支払予定)
○工事請負費（調整地整備工事、区画道路整備工事）　5件　396,979,000円(3月支払予定)

前年度当初予算額 1,341,728 増減額 △ 599,321

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 738,300 2 4,105

担当部課 産業振興部　産業基盤整備課

事業名 　 栃木インター西産業団地造成事業費 予算額 742,407

№ 92 会計 栃木インター西 款項目 01-01-01

事
業
の
概
要

　栃木文化会館を中長期的に使用するに際し、必要とな
る施設改修及び設備更新を行うため、施設整備基本計画
を策定し、施設の長寿命化を含めた大規模改修工事を実
施する。

事
業
の
内
容

〇栃木文化会館施設整備基本計画策定業務委託

（栃木文化会館劣化状況調査等委託事業費）
○建物及び設備劣化状況調査等委託料　15,730,000円

前年度当初予算額 － 増減額

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 0 5,000 11,000

担当部課 教育委員会事務局　文化課

事業名 新規 栃木文化会館施設整備事業費 予算額 16,000

№ 91 会計 一般 款項目 10-04-04
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（単位：千円）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

＜参考＞令和4年度執行状況（令和4年12月末時点）

事
業
の
概
要

　永野川左岸の栃木市片柳町4丁目地内において、大雨
時に発生する浸水被害を軽減するために、永野川左岸第
1排水区の1号幹線の整備及び調整池、強制排水ポンプ
を備えた排水樋門を整備する。
○期間：平成23年度～令和10年度
○全体排水面積　102ｈａ
○幹線水路整備工事　延長=1,300ｍ
　 調整池　体積=17,000㎥、樋門1基

事
業
の
内
容

○水位調査業務委託
○現場監督補助業務委託
○樋管整備工事

○水質調査業務委託料 2件 5,236,000円　　　　　○基本設計業務委託料 1件 11,594,000円
○測量調査業務委託料 1件 13,057,000円　　　　 ○積算業務委託料 1件 2,486,000円
○公共下水道雨水渠調整池基盤整備工事費 3件 388,798,500円

前年度当初予算額 435,342 増減額 △ 314,567

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

40,000 0 60,500 20,275 0

担当部課 上下水道局　下水道建設課

事業名 　 公共下水道雨水渠整備事業費 予算額 120,775

№ 96 会計 下水道 款項目 資本
01-01-02

事
業
の
概
要

　公共下水道事業計画区域において、公共下水道管渠
等を整備する。
○全体整備面積　4244.6ｈａ
○事業認可面積　3451.4ｈａ

事
業
の
内
容

○管渠設計等委託
○汚水渠整備等工事
　・延長=6,000m　管径=100～200mm
　・整備面積20.0ha
○物件移転等補償

○実施設計業務委託料 3件 61,765,000円　　　　　○布設替実施設計業務委託料 3件 28,413,000円
○公共下水道整備工事費 26件　417,688,000円　 ○汚水桝設置工事費 118件 77,104,650円
○舗装復旧工事費 14件 72,131,752円

前年度当初予算額 853,378 増減額 △ 14,029

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

175,000 0 520,600 47,945 95,804

担当部課 上下水道局　下水道建設課

事業名 　 公共下水道建設事業費 予算額 839,349

№ 95 会計 下水道 款項目 資本
01-01-01

事
業
の
概
要

　企業債を財源の一部とし、管路の強靭化及び有収率の
向上を目的に耐用年数40年を経過した塩化ビニル管を
優先して耐震性を有する管路への布設替えを行う。 事

業
の
内
容

○管路耐震化実施設計業務委託
○塩化ビニル管布設替工事 (延長=2,521m)
・栃木地域　延長=1,200ｍ
・藤岡地域　延長=　680ｍ
・都賀地域　延長=　430ｍ
・西方地域　延長=  211ｍ

○栃木地域　延長=3,195ｍ　186,648,000円　　○大平地域　延長=1,352ｍ　 57,915,000円
○藤岡地域　延長=  472ｍ　　28,171,000円　　○都賀地域　延長=3,552ｍ　142,648,000円
○西方地域　延長=  256ｍ　　12,925,000円　　○岩舟地域　延長=  370ｍ　　28,457,000円

前年度当初予算額 530,640 増減額 △ 342,245

国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財 一般財源

0 0 130,000 29,140 29,255

担当部課 上下水道局　水道建設課

事業名 　 管路耐震化事業費 予算額 188,395

№ 94 会計 水道 款項目 資本
01-01-05
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